
【若宮大通駐車場株式会社】

・若宮大通駐車場(株)が現在抱えている借入金や施
　設の保有コストの問題などを解決し、事業の採算
　性を大きく向上させる。

・施設としての若宮パークの存続を優先し、運営形
　態の大胆な転換も含めた抜本的解決策を検討し、
　市の主導的役割のもと、５年程度を目途として若
　宮パークを新たな姿へと再生させる。

外郭団体経営健全化方針の概要と取り組み状況

令和6年度の取り組み結果

・これまでの検討内容をもとに、若宮パークを含めた
　都市計画駐車場のあり方について、検討を行った。

経営健全化方針の記載内容

・まちづくりとの連携や駐車場の新しい使い方の検
　討など時代の変化に伴い駐車場に対するニーズが
　大きく変化していることから、都心のにぎわい空
　間創出に向けてのフリンジ機能の強化や、人や物
　の移動の拠点機能といった新たな機能の付加など
　新しい駐車場のあり方を検討していく中で、若宮
　パークを今後の栄地区のまちづくりと連携した新
　しい駐車場として活用していく必要があると考え
　ている。そのためには、市が主導的役割を発揮
　し、長期的に安定した事業継続が可能な新たな枠
　組みを構築する必要がある。

・本市主導による若宮パークの再生に向けた抜本的
　解決策について、引き続き若宮大通駐車場㈱をはじ
　めとした関係者と協議を進めた。

・回数駐車券の大口顧客である特約店を14社、販売枚数
　を約79,000枚とした。
　地元大須商店街のイベントへの協賛やイベント用短期
　定期駐車券の発行などで協力した。

・近隣の新築マンション、新築のテナントビルに営業
　活動を行い、定期契約を獲得するとともに、
　参画している会員制駐車場事前予約サービスでは、
　年間約2,500台の利用及び約245万円の収入を得た。
　
・前２項も含めた取り組みによる収益増・費用節減に
　より５年ぶりに経常収支の黒字化を果たした。

・定期駐車券の新規契約の販促・契約事務について専門
　事業者と契約し、そのシステムやノウハウの活用に
　より社内事務の負担を軽減し、限られた人的資源を
　効率的効果的に活用した。

・年2回の四者連絡会議において当社の経営状況などの
　認識を共有し、新たな経営改善方策を協議し、借入金
　の適切な返済額について合意し、返済を行った。

・四者連絡会議での確認を得て、毎年、着実に設備投資
　を行っており、本年度は、利用者の安心や快適性の
　向上のための洋式化も含めた東側トイレ改修、損害
　補償リスクを回避するため、地下１階の一部を床防水
　塗装を行った他、収益増につながるバッテリー充電用
　コンセント増設等を行った。



〇法人の財務状況

（貸借対照表から） （単位：千円）

（損益計算書から） （単位：千円）

○財政的リスクの状況 （単位：千円）
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